
　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 深谷市議会 第２回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

1 4 小泉　誠 1.

(1) ア

イ

2.

(1) 現状の認識について ア

イ

(2) 今後の対策について ア

イ

(3) 市民への周知について ア

イ

令和7年度補正予算「物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金」について

30%ポイントバックキャンペーンについ
て

ネギー30%ポイントバックキャンペーンは大変好評だった一方で、生活が苦し
く、「チャージしたくてもできない」という市民の声を聞いた。そうした市民
への支援や公平性について、市の考えを伺いたい。

現在、実施している県水混合や井戸停止等の対応について、長期的な安定運用
は可能と考えているか。

将来の数値上昇に備え、PFOS及びPFOAが検出された井戸を休止して県水等で補
いつつ、自己水確保のため活性炭吸着設備等を導入する計画はあるか。

現在、本市として皿沼浄水場水源井戸のPFOS及びPFOAの排出源の特定に向けた
調査や情報収集をどのように行っているか。また、調査権限を持つ県や環境省
に対して、排出源特定調査を行うよう要請する考えはあるか。

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

皿沼浄水場のPFOS及びPFOAについて

利用者の総数と総額、及び市外住民が利用した総数と総額、並びに市内利用者
と市外利用者の割合を伺う。

皿沼浄水場における原水及び浄水のPFOS及びPFOAの測定状況と、市としての現
状認識を伺う。

現在、浄水は国基準以下に管理されているが、市民の安心確保の観点から、測
定結果や対策状況について、広報ふかや等でより分かりやすく情報提供を行う
考えはないか。

特に皿沼浄水場系の給水区域に住民に対して、自分事として理解できるよう、
現状を詳細に説明、給水区域の見える化を進める考えはないか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 深谷市議会 第２回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

2 7 福島　秀樹 1.

(1) 深谷市の考え方について ア

イ

2.

(1) 榛の森公園の整備について ア

イ

ウ

3 21 加藤　利江 1.

(1) シルバー議会について ア シルバー議会の創設。

(2) 高齢者の遊び場について ア

2.

(1) 再編方針等について ア

イ

榛の森公園の清掃・美化活動は行政による定期管理だけでなく、地元の複数の
団体により手厚く行われているが、団体に対して行政から補助金等の支援はど
のように行っているか。

クビアカツヤカミキリによる被害が、深刻な問題となっているが、榛の森公園
の被害状況および今後の対応については。

深谷出身の落語家がいるのだからホールを作り、カラオケをしたり大衆演劇を
したり、あるいは卓球をしたり、マージャンをしたり、ダンスをしたりして余
かを利用したら、ストレス解消になるのではないか。

公契約条例について

高齢者福祉の観点から

榛の森公園について

深谷市における公共工事・委託契約において、低入札や労働環境に関する課題
等はあるか。また、どのように認識をしているか。

埼玉県でもいくつかの行政において、公契約条例を制定し始めているが、深谷
市として導入の必要性をどのように考えているのか。

河津桜が見頃を迎える2月下旬から3月中旬の土日・祝日の日中は駐車場が満車
になりやすく周辺道路も混雑する。現在公園の既存の駐車場は20台程度しか止
められないが、来場者や地域住民の方からは駐車場の増設が求められている。
市の考えは。

第２次深谷市公共施設適正配置計画につい
て

上柴コミュニティセンターの中で集約化を図るとあるが、計画上における集約
化とはどのようなことか。また、投票所についてはどうなるのか。

市営住宅（上柴、緑ケ丘）検討事項の中で耐用年数が経過した後に廃止も視野
に入れて検討します。市営住宅の廃止後を見据え住居不足の補完として、民間
賃貸住宅家賃補助制度などを検討するとあるが状況を教えてほしい。

2 / 13



　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 深谷市議会 第２回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

4 3 柿澤　祐介 1. 河川について

(1) ア

イ 国県の河川の水位観測などの対策状況について伺う。

(2) 利根川河川敷について ア 利根川の高水敷に繁茂する樹木の管理について伺う。

(3) ア 令和5年に開催された演習会場の跡地利用について伺う。

2. 消防力について

(1) 緊急消防援助隊について ア 緊急消防援助隊の概要について伺う。

イ 本市の緊急消防援助隊の災害派遣・訓練状況を伺う。

5 15 清水　健一 1.

(1) 中東情勢の影響と対応について ア

イ

(2) 入札について ア

イ 中東情勢を考慮して発注時期や内容を検討すべきと思うが見解を伺う。

2.

(1) ア

イ

(2) 人口減少への対応について ア 農村地域への工業導入を促進すべきと考えるが見解について伺う。

イ

市内の利根川水系における水害対策に
ついて

出水期を迎えるにあたり、令和元年の台風19号時と同様の大雨や、今後想定さ
れる集中豪雨や大型台風における対象河川や水路の治水整備状況について伺
う。

前小屋地先・利根川水系連合・総合水
防演習会場の跡地利用について

人口減少について

昨年度も数件あったようだが、今年度、不調又は中止となった案件の内容と対
応について聞きたい。

公共工事について

原油価格の高騰、ナフサ由来の建築資材の不足、高騰が公共工事にどのような
影響を与えているのか聞きたい。

契約後の資材や運搬費の高騰、資材の納入遅れ等に対する市の対応について伺
う。

自治会支会別の人口増減に大きな差が見られるが、どのように捉えてるのか聞
きたい。

人口減少が市政運営に与える影響につ
いて

5年前に比べ人口が4,040人減少しているが影響と政策などに関しての対応につ
いて聞きたい。

市内の中小零細企業への事業承継支援に力を入れるべきと考えるが見解を聞き
たい。
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通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

6 12 山出　秀明 1.

(1) ア コミュニティバスくるリンの高齢者料金を安くできないか。

(2) シニアパスポート導入について ア シニアパスポートを導入できないか。

2.

(1) ためるんピックについて ア ためるんピックをいろいろなイベントと連動できないか。

3.

(1) ウォーターサーバー設置について ア 市内小中学校にウォーターサーバーを設置できないか。

4. 中央土地区画整理事業について

(1) 中央土地区画整理事業について ア 中央土地区画整理事業について住民に説明会を開く予定はあるのか。

7 16 田口　英夫 1.

(1) ア

(2) 幡羅官衙遺跡群整備基本計画について ア

イ

ウ

エ

オ

幡羅官衙遺跡について

高齢者支援について

官衙東方ゾーン・官衙西方ゾーンの公有化に向けた、今年度からの取り組みを
具体的に伺いたい。

コミュニティバスくるリンの料金につ
いて

健康マイレージ事業について

学校環境について

広大な面積を公有化していくが、その財源はどのように考えているのか伺いた
い。

整備工事は5年間という長期にわたる工事になるが、完成したところから順次供
用開始していく事は考えているのか伺いたい。

便益施設の整備で、駐車場等は早い段階で整備する必要があると思うが、考え
を伺いたい。

AR・VRなどによるデジタルコンテンツの整備とあるが、どのようなものを考え
ているのか伺いたい。

幡羅官衙遺跡群保存活用計画策定後の
これまでの周知・啓発について

深谷市初の国指定史跡を、これまでどのように周知・啓発してきたか伺いた
い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 深谷市議会 第２回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

8 13 坂本　博 1.

(1) 空き家について ア 空き家の原因を本市はどのように捉えているか。

イ 空き家全体の戸数のうち、相続放棄による戸数は。

ウ 空き家と判明し、最終的な解決まで平均どの位の期間を要しているか。

エ 相続放棄や所有者不明の物件について、将来的にどのような対応となるのか。

オ 空き家にしないための取組はされているか。

2.

(1) 市が管理する街路樹について ア 街路樹のうち、高木にあたる木は何本あるか。

イ

3.

(1) 深谷市の花見について ア

9 14 繫　由香 1.

(1) グラウンドの維持管理について ア 本市の小中学校が行っているグラウンドの砂埃対策を伺う。

(2) 近隣に対しての対応について ア

2.

(1) 経済的なサポートについて ア 本市では、年何人の未熟児養育医療受給児がいるのか。過去3年の人数を伺う。

イ

個人の財産の処分について

グラウンドの砂埃対策について

未熟児養育医療受給児を守り育てるには、継続的なサポートが必要となる。使
い捨てとなる母乳パック、搾乳機購入やレンタルに掛かる費用の一部を助成す
る考えはないか伺う。

高木について

定期点検などはされているか。また、老木化し、倒木などの危険な高木は順次
伐採等をしているか。

桜について

「深谷の桜　復活プロジェクト」として、枯れてしまった桜の木を伐採し、新
たに植樹するとのことだが、ソフト面として、深谷市内にて桜の木の下で花見
ができるように考えていただけないか。

現在、グラウンドから飛散してしまう砂埃に対して学校近隣から要望やご意見
は届いているか。また近隣住民の要望に対応した事例があれば知りたい。

未熟児養育医療受給児とその家族に対する
支援
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通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

10 22 五間 くみ子 1.

(1) ア

イ 要介護認定4、5の認定者と、そのうちの特別障害者手当の受給者数は。

ウ 本市における周知方法は。

(2) 要介護認定者への障害者控除について ア 本市での、要介護認定者の障害者控除の現状は。

イ

2.

(1) ア

イ

3.

(1) ア 庁内のハラスメントのチェック体制や相談窓口は。

イ カスタマーハラスメントなど、外部などからの迷惑行為に対する対応は。

ウ 啓発や研修などの実施の状況は。

市ホームページでは、特別障害者手当の対象者に「要介護4、5相当の一部のか
た」との記載があるが、どのような方が対象となるのか。

介護費用負担軽減の観点から、要支援・要介護認定者への更なる対象者拡大を
図ることはできないか。

福祉インフラの強化について

スケッター事業による担い手確保を図
ることについて

スケッター事業とは、介護事業所と地域の有償ボランティアをインターネット
上でつなぐマッチングサービスのことである。本事業への認識について、市の
見解は。

本事業の実施自治体では、運営事業者との連携協定や委託契約、住民へスケッ
ターとして登録を呼びかける周知であるようだが、本市でも取り組んではどう
か。

ハラスメント対策について

職場環境改善に取り組む、本市のハラ
スメント対策は

介護における負担軽減について

要介護認定者への特別障害者手当の支
給について
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通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

11 1 田島　秀興 1.

(1) ア

イ

ウ

エ

(2) 本市の関与と確認責任について ア

(3) ア

イ

ウ

(4) 農業への影響に関する評価について ア

(5) ア

(6) ア

(7) ア

イ

(8) 環境美化に関する評価について ア

環境政策及び生物多様性との整合性に
ついて

風船、種子、紙状物、インク、接着剤、紐状物等を回収困難な形で環境中へ放
出する行為は、国及び本市の環境施策と整合するのか伺う。

当該イベントについて、後援、補助金、広報掲載、施設利用許可、職員参加、
名義使用その他本市の関与の有無と内容を伺う。

使用種子の由来、種子消毒、発芽可能性、混入種子の有無等を確認したのか、
また環境及び防疫上の観点から所管部課の評価を伺う。

市施設から回収困難な物体を環境中に放出する行為について、環境施策を所管
する部課としての評価を伺う。

ごみゼロ運動を推進する本市として、回収困難な物体を環境中に放出する行為
について、所管する部課としての評価を伺う。

市が関与するイベントにおける回収困難な
物体の環境中への放出について

本件が法定の環境影響評価の対象外であっても、市が関与する段階で、環境負
荷低減、生物多様性保全及び未然防止の観点から、実施前に妥当性を確認した
のか伺う。

施設利用及び指定管理者との関係につ
いて

市施設の利用許可又は承認の段階で、風船放出の内容、数量、付着物、種子、
飛散範囲、落下物、回収困難性等を確認したのか伺う。

指定管理者は本件の実施内容を把握していたのか。また、市へ報告・協議及び
責任分担はどのようになっていたのか伺う。

市施設を起点に、環境中に回収困難となり得る物体を不特定の場所に放出する
行為を認めた根拠と判断過程を伺う。

種子入り風船が農地へ落下する可能性について、農業振興を所管する部課とし
ての評価を伺う。

道路・水路等への影響に関する評価に
ついて

道路、水路などの公共施設等へ落下する可能性について、都市インフラを所管
する部課としての評価を伺う。

環境教育を行う立場からの評価につい
て

イベントにおいて、回収困難な物体を環境中に放出する行為について、学校教
育及び環境学習の観点から、所管する部課としての評価を伺う。

保育及びこども政策に関する評価につ
いて

未就学児が参加し、結果として回収困難な物体を環境中に放出する行為に関わ
ることについて、保育及びこども政策を所管する部課としての評価を伺う。

主催者が本市の保育園事業等に関係する法人であることを踏まえ、当該行為に
ついて保育及びこども政策を所管する部課の評価を伺う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 深谷市議会 第２回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

(9) ア 本件イベントの市広報等への掲載実績、掲載内容及び掲載判断の経緯を伺う。

イ

ウ

エ

オ

カ

広報等による事前周知及び市の信用付
与について 市広報等への掲載が、参加促進並びに公共性、公益性及び信頼性の付与につな

がることについて、市の認識を伺う。

市広報への掲載に当たり、種子入り風船及び付着物を環境中へ放出する内容を
事前に把握していたのか伺う。

当該内容を把握していた場合、環境配慮、生物多様性、廃棄物発生抑制及び公
共性の観点から、掲載の妥当性をどう判断したのか伺う。

当該内容を把握していなかった場合、内容確認をしないまま市民に参加を促し
た判断は妥当であったのか伺う。

今後、市広報等への掲載判断において、回収困難な物体を環境中へ放出する行
為の有無を確認事項に加える考えはあるのか伺う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年 深谷市議会 第２回定例会
通告
番号

議席
番号 氏 名

市 政 一 般 質 問 通 告 一 覧 表

質問事項 質問要旨

12 9 湯本　哲昭 1.

(1) 仙元山について ア 山中にある休憩設備の管理の現状について伺う。

イ 植生の管理について。

ウ 病害虫被害の現状について。

エ 公園機能としての将来の計画はあるのか。

オ 仙元山公園の再整備との連携について考えはあるか。

2.

(1) 市内の実施状況について ア 具体的な授業内容について伺う。

イ 今までの成果について伺う。

13 10 八須　由憲 1.

(1) スポーツ推進委員について ア 委嘱したスポーツ推進委員の人数は。

イ 主な活動内容について聞きたい。

ウ

エ 報酬はいくらか。

オ

カ 生涯スポーツの振興に向けた今後の取組みと方針について伺う。

2.

(1) 零細農家への支援について ア

(2) 認定農業者制度について ア 本市の認定農業者数と割合はどれくらいなのか。

イ 認定農業者のメリットは。

ウ 認定農業者になるための手続きや方法はどのようなものなのか聞きたい。

生涯スポーツの振興

農業の存続と継承

公園整備について

NIE（教育に新聞を）活動についての見解を
伺う

1年間に、市および市の関係機関が行うスポーツの行事や事業に参加する回数と
人数はどのくらいなのか聞きたい。

生涯スポーツの推進と活動するための協議会を設立しているが、どのような構
成になっているのか聞きたい。

燃料・原材料・物流コストの上昇の他に、中東情勢の悪化による影響が一気に
顕在化している。ビニールやマルチ等の被覆資材、包装製品や肥料の大幅な値
上げ、7月から出荷資材段ボールを平均8%値上げする通達がきた。農家は価格転
嫁ができない。農業王国「ふかや」を守るための支援はできないか。
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質問事項 質問要旨

14 5 佐久間 奈々 1.

(1) ア

イ

ウ 平成18年から指定管理者が管理運営しているが、パティオが長期に運営できる
ような保守管理の責任を負っているのか。また、長期に運営ができるような日
常の管理や点検はされていたか伺う。

パティオは、健康増進等を目的に、60年以上利用される施設として建設され
た。しかし計画的な保全計画がなかった。このことがプール廃止に至った原因
との認識でいるか伺う。

パティオのプール廃止に至る原因について

パティオのプール廃止に至る原因につ
いて

平成29年度策定の保全計画で、安全性確保の観点から直ちに修理・改修が必要
だと指摘されたプールエリアの屋根トラス、樋の補修工事に関して、翌年から
予算要求していたが工事は執行されていない。予算措置されなかった理由を、
年度毎に伺いたい。
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15 6 鈴木　三男 1.

(1) 深刻な営業に支援を ア

2. 生活環境について

(1) 家庭ごみについて ア

(2) 環境基本計画について ア

(3) 地下水について ア

3. 部活動の地域移行について

(1) 実証事業の内容と地域移行の予定は ア

(2) 地域移行に支援制度の創設を ア

4. 子育て世帯の負担軽減について

(1) 修学旅行費の全額補助を ア

ナフサ由来の資材の不足などが中小商工業者の営業とくらしを直撃している。
実態を調査し国・県に対策を要望するとともに、深谷市独自の補助金などの支
援をする考えはないか。

緊急支援について

一般家庭から出るごみの量が減少しているとの報道があるが深谷市内の現状は
どうか。

環境基本計画が2027年度で10年間に到達するが、その後の新たな環境基本計画
を策定するのか。

健康で安全に暮らせるまちづくりとして地下水の水質保全のために化学物質な
どの水質汚濁の状況を監視しているのか。

教職員の長時間労働の負担軽減のために、地域クラブへの移行に向けて実証事
業が実施されているが、その実証事業の内容と地域クラブへ移行の予定はどう
か。

地域移行によって活動場所までの送迎や交通費、地域クラブ活動の指導者への
報酬など、家庭の負担が増加するが、低所得者世帯への支援制度を創設するの
か。

学校生活の思い出として心にのこる事業として修学旅行がある。思い出作りを
支援し、子育て世帯の負担軽減のためにその費用の全額を補助する自治体があ
る。物価高騰の影響もあり宿泊費などの高騰が見込まれるが、深谷市も全額補
助する考えはないか。
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16 18 富田　勝 1.

(1) 利用料金について ア 利用料金の減免について伺う。

イ 非営利利用、営利利用の条件について伺う。

ウ

2.

(1) 運用方法について ア 実績、現状について伺う。

イ 公金管理計画について伺う。

ウ 物価高の中、現状の公金管理方針で良いのか伺う。

(2) 基金について ア 確実かつ効率的な運用とはどういう意味なのか伺う。

イ 運用の状況・実績、今後の計画について伺う。

ウ 企業の社債や株式投資などについての考えを伺う。

17 19 茂木　一郎 1.

(1) 『君が代』について ア 市内の小中学校では国歌「君が代」をどのように教えているか伺う。

公金について

利用に際して資料、材料、賞品等の実費がかかることから参加費を徴収するこ
とがあるが、どのように考えるか伺う。

日本の国歌

公民館の利用について
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18 11 小林　真 1.

(1) 公共施設予約の「平等」とは ア

イ

ウ

(2) こどもの居住地域間の「平等」とは ア

イ

(3) ルールとルールの間の「平等」とは ア

(4) 情報接触機会の「平等」とは ア

19 24 髙田　博之 1.

(1) 展示会などに貸すことは出来ないか ア

2.

(1) ア

ひとつのルールが成立する時、既存のルールと相反、矛盾することがある。市
行政間でそうした現象が判明した時のルールはあるか。

水道水におけるPFAS関連情報の市民向け広報の方針を知りたい。市民が平等に
情報にアクセスできることが重要ではないか。

国の指定や県の指定になっている施設だがこれまでは観覧が主になっていた。
しかし大河ドラマや一万円札の新券発行が一段落すると観覧者が減少してい
る。もっと多くの市民に対して有効利用してもらったらいかがか。今後の市の
取組みを伺う。

深谷市民の日7月3日の取り組みは

新一万円札発行満2年を迎え、市民の日
を制定した。小学校、中学校を休校に
したらいかがか。

深谷市では各種の催しを計画し市民の日をアピールしようとしている。子供達
も参加出来る様学校を休みに出来ないか。深谷市では近隣の自治体に先んじて
教室のエアコンの設置も完了している。カリキュラムに無理なところがあるな
らば夏休みの一日短縮という方法もある。ぜひ実行していただきたい。

自治体行政の中での「平等」のために

深谷市公共施設予約システムが4月にリニューアルされた。2か月経過してどん
な変化があるか。

公民館利用に関する「調整会議」の現状は。「台帳記入」に予約システムは使
えるのか。

公民館だよりの「調整に出席した団体が優先」ルールは現役世代に不利ではな
いか。

開設2か月が過ぎて、利用者に好評のこども館。利用児童の学区別割合は。ま
た、利用の状況を知りたい。

昨年9月定例会一般質問での答弁での「くるリンの現行ルール」と「児童のみで
行動できる範囲」の関係を総合すると、小学生のみのくるリン利用は同学区へ
の移動に限られることになる。そう考えていいか。

誠之堂・清風亭の利用について
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